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と呼ばれる。心理学についてのマスメディアの取
り上げ方が、面白さに焦点を絞った興味本位のも
のであることからも推察されるように、“常識心
理学”は一般性に乏しい、またエビデンスを欠い
た主観的信念であることが多く、科学的心理学か
らみて妥当とはいえないものが少なくない。
　大学生についてみると、彼らが心理学の講義前
にすでに様々な誤信念（misconceptions）を有し
ていることは、古くはNixon（1925）とGarrett & 
Fisher（1926）以来、多くの研究が指摘している
ところである（例えば、福田，1987；Kowalski & 
Taylor，2009；McKeachie，1960；丹治・木島・
山下・飯澤，2003；Taylor & Kowalski，2004；
Vaughan，1977）。これらの研究では、心理学に
ついての短文を実験参加者に呈示して真か偽（○
か×）で解答を求めるという方法がとられ、その
ためのテストはこれまでも幾つも作成されている
（例えば、福田，1987；Holley & Buxton，1950；
McCutcheon，1991； 丹治他，2003；Vaughan，
目　的
　心理学についての教育を受けていなくても、人
は、自らの個人的な経験（家族や友人による影響、
マスメディアからの情報、インターネットによる
検索など）を通じて人の心についての信念を作り
上げている。このような人間の心の働きについて
の知識体系は“常識心理学（common-sense 
psychology）”（Kelley，1992）、“ 通 俗 心 理 学
（popular psychology）”（Lilienfeld, Lynn, 
Ruscio, & Beyerstein，2010）、あるいは“世間
一般の心理学（lay psychology）”（福田，1987）
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要旨
心理学についての教育を受けていなくても、人は自らの個人的経験を通じて“人の心”についての信念
を作り上げている。このような人間の心の働きについての知識体系は“常識心理学”と呼ばれる。しかし
それらは一般性の乏しい、またエビデンスを欠く主観的信念であることが多く、必ずしも科学的心理学の知
見と一致するわけではない。本研究では、“常識心理学クイズ”と題する心理学知識に関する正誤問題
を用いて、高等学校生徒にどの程度正しい知識（あるいは誤った知識）が浸透しているかを、北陸学院
大学新入生との比較をとおして検討した。その結果、高校生は大学新入生よりも平均正答率が低いこと
が示された。しかし、両者とも、平均正答率は50％に満たず、誤った心理学的信念・知識を有する者が
多いことが示唆された。心理学の領域別にみると、臨床心理、社会心理での正答率が低いことが示され
た。また、心理学の定義に関する項目でも正答率が低く、高校生・大学新入生が抱いている心理学につ
いてのイメー ジそのものが、現代心理学から離れたものであることが示唆された。
キ ワーー ド：常識心理学（common-sense psychology）／心理学知識（knowledge of psychology）／
　　　　　　　　　　誤信念（misconceptions）／高校生（high school students）／
　　　　　　　　　　大学新入生（ﬁrst-year university students）
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いて、自分の解答を正しいと思うかどうかを“は
い／いいえ”の形式で回答させた。40項目は、
McKeachie（1960）、Vaughan（1977）、 稲 葉
（1991）などが作成した短文と、丹治が任意に作
成した短文から構成されている。このクイズ実施
の主たる目的は、前述のように、受講生に心理学
の授業に対する興味を抱かせ、授業への参加の動
機づけを高めることにある。そのため、ここで使
用している項目の中には、その表現に厳密さを欠
くものや、厳密にみれば論争中のテーマも含まれ
ている。そこで本研究では、表現の厳密さに問題
の残る10項目を除いた30項目を分析の対象とし
た。解答については正しく棄却できた項目に１点
を、そうでないものには０点を与え、高校生、大
学新入生別に平均正答率を算出した。なお、採用
した30の項目はすべての心理学の領域をカバー
しておらず、また、項目の数は各領域で必ずしも
同数とはなっていないことも、あらかじめ記して
おきたい。
２．調査対象者および実施時期
（１）高校生
　富山県立Ａ高等学校の2年生で、2011年12月、
大学の“心理学”の模擬授業に出席した46名（男
性16名、女性21名、性別不明9名）であった。
（２）大学新入生
　北陸学院大学人間総合学部学生で、2011年度
前期開設科目“心理学概論Ⅰ”の最初の講義に出
席した受講生104名のうちの１年生88名（男性22
名、女性66名、平均年齢18.03歳）であった。
３．手続き
（１）高校生
　“心理学”の模擬授業の冒頭で“常識心理学ク
イズ”を印刷した用紙を全員に配布し、その後、
担当教員が１項目ずつ読み上げ、受講者は一斉に
○か×で解答して、その解答が正解であるかどう
かを“はい／いいえ”で回答するというスタイル
をとった。全40項目の解答および回答が終了した
後、その場で正解を発表し、40項目の解説プリン
トを配布した。その後、クイズ用紙を回収した。
1977）。
　われわれはこれまでに、丹治他（2003）が作
成した“常識心理学テスト”と称する現代心理学
に関する正誤問題を、担当する“心理学”ないし
“心理学概論”の初回授業で施行してきた。この
クイズ実施の主目的は、受講生の“心理学”講義
への興味と授業参加への動機づけを高めることで
あるが、同時に心理学教育前の大学生たちが持つ
現代心理学に関する知識についても大まかにとら
えることができる。その結果、大学新入生の正答
率は５年間の経年変化を見る限りでは一定である
こと（山下・木島・野瀬，2010）、大学新入生の
多くは少なからぬ誤信念を持っているだけでな
く、それを正しいと確信していること（木島・野
瀬・山下，2008）、社会人経験のある大学生では
大学新入生に比較して誤答が少ないが、社会人経
験によっても修正されない種類の誤った信念・知
識があること（丹治他，2003；Kijima, Nose, & 
Yamashita，2012）、認定心理士資格の取れる学
部の学生は他の学部学生より正答率が高いこと
（野瀬・木島・山下，2009；丹治・木島・山下・
野瀬・岡部・市原，2006；丹治・山下・木島・
飯澤，2005）などを明らかにしてきた。これら
は大学新入生を対象とした研究であったが、大学
入学前の高等学校生徒（以下、高校生と略す）も
また、心理学に関する誤った信念・知識を持って
いることが考えられる。実際、Garrett & Fisher
（1926）は87年前に、アメリカの高校生が多くの
心理学的誤信念を有していることを明らかにして
いる。
　本研究では、高校２年生が有する心理学知識に
ついて、北陸学院大学新入生との比較をとおし
て、探索的に概観することとした。
方　法
１．“常識心理学クイズ”の構成
　丹治他（2003）の“常識心理学クイズ”は、
心理学に関連する40項目の短文（例えば“心理
学とは、フロイトの創始した精神分析学とほぼ同
じものである”）の正誤を○×形式で問う形式と
なっている（正解はすべて×）。さらに各問につ
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２．項目別に見た正答率と確信率
　表２に、高校生の正答率の低かった順に項目を
示した。また、同項目に対する北陸学院大学新入
生の正答率を並列で示した。また、括弧内に確信
率を記した。表中、短文末の隅付き括弧内の表示
は項目の短文内容が含まれる心理学領域を示して
いる。この領域の同定は丹治他（2003）によっ
た。なお、表中の点線は、高校生の正答率の下位
10項目および上位10項目の境界を示す。
　項目別の平均正答率が50％以下の項目をみる
と、高校生では全30項目中20項目と大半を占め
ていた。それに対して大学生では平均正答率50
％以下の項目は14項目であった。これを心理学
領域別にみたものを表３に示す。高校生と大学新
入生の傾向はほぼ同じで、心理学全般、臨床心理、
社会心理で正答率が低いことが示唆された。そこ
でさらに、項目別の平均正答率を高校生と大学生
の間で比較するために、χ2検定を行った。その
結果、表２に示すように、全30項目中５項目に
おいて有意差が認められ、いずれの項目も高校生
は大学新入生より、正答率が低いことが示され
た。確信率に関しては項目９のみ有意で、大学新
入生の方が自分の解答に自信を有していた（χ2(1)
=3.87, p<0.05）。
　次に表２に示した高校生と大学新入生の、短文
30項目それぞれに対する正答率の異同を、
Spearmanの順位相関係数を用いて検討した。そ
の結果、両群の正答率の順位間にはrS=0.906とい
う有意な正の相関が認められた（p<0.001）。この
ことから、正答率は高校生の方が低いが、誤答さ
れやすい項目、正しく認識されている項目は、両
群とも共通していることが示唆された。また、確
信率についてもSpearmanの順位相関係数を求め
たところ、rS=0.769という有意な正の相関が見ら
れた。自分の解答に自信を持ちやすい項目、持ち
にくい項目というものも、高校生と大学新入生と
で類似していることが示唆された。
（２）北陸学院大学人間総合学部新入生
　“心理学概論Ⅰ”の第１回目講義を始める前に、
“常識心理学クイズ”を印刷した用紙を全員に配
布し、同上の手続きで実施した。
４．結果の処理法
　まず、40項目のうち、先に述べたような表現
の厳密さに問題の残る10項目を除いた30項目に
ついての平均正答率を算出し、高校２年生がどの
程度心理学知識を有しているかについて、本学新
入生との比較をとおして検討した。ついで、高校
生の間に浸透している誤った知識がどのような内
容のものであるかを概観するために、項目別に正
答率について検討した。また確信率（自分の解答
が正解であると思うかどうかで“はい”と回答し
た者の割合）は、回答漏れのある者を除く124名
（高校生40名、大学生84名）について検討した。
結　果
１．高校生と北陸学院大学新入生の
　　平均正答率と平均確信率
　A高等学校２年生および北陸学院大学新入生
の基礎統計量は、表１に示すとおりである。平
均正答率についてみると、高校生は41.7%、大学
新入生は49.4%で、ともに50%を下回っており、
高校生・大学新入生の多くが心理学について誤
った信念を抱いていることがうかがわれた。両
群の平均正答率について統計的に検討したとこ
ろ、高校生は大学新入生より有意に正答率が低
いことが示された（t(132)=3.34, p<0.01）。また、
自分の解答の正しさに関する確信率には、高校
生と大学新入生の間に有意な差は見られなかっ
た（t(122)=0.73, ns）。
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表１　Ａ高等学校２年生と北陸学院大学新入生の
　　　正答率（%）と確信率（%）の基礎統計値
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表２　Ａ高等学校高校生と北陸学院大学新入生の各項目に対する正答率・確信率の比較
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ている（Garrett & Fisher，1926）。
　Lilienfeld et al.（2010）はそうした誤った心理
学的信念・知識を“心理学的神話（psychological 
myths）”と呼び、それらが形成される原因として、
(1)家族や友人、知人との言語的コミュニケーシ
ョン、(2)選択的知覚・記憶、(3)マスメディアに
よる誤情報などを挙げている。こうした事情は
日本でも同じで、特にマスメディアの影響は大
きいと言える。例えば八田・八田・戸田山・唐
沢（2011）は、テレビ番組では“科学的トリビ
ア情報を無批判に芸能人を相手に‘脳科学研究
者’達を介して提供することがブーム”（p.41）
となっているため、そこで提供された神経科学
についての“神話的情報”（p.41）（左脳タイプと
右脳タイプなど）が無批判に信用されてしまう、
と指摘する。
　こうしたことを考慮すると、大学で“心理学”
の講義をする上では、学生がどの程度正しい知識
を持ち、どのような内容の誤った知識を有してい
るかを把握しておくことは重要であろう。われわ
れはこれまで大学新入生の誤信念について検討し
てきたが、本研究では高校生の抱く心理学につい
ての誤信念について特に考察を加えたい。
　今回の高等学校２年生と北陸学院大学新入生と
の比較では、平均正答率は前者が41.7％、後者が
49.4％であったことから、誤信念は学年が上がる
とともにわずかながら減少する可能性が考えられ
る。野瀬・山下・木島（2011）は大学生の学年
間比較をし、学年が進むにつれ正答率が上がるこ
とを示し、心理学以外の科目の履修経験が誤った
心理学知識の修正に役立つ可能性を示唆してい
る。高校2年生と大学新入生の正答率の違いも、
諸科目の履修経験の差が関与していることが考え
られる。
考　察　と　結　論
１．高校生の持つ心理学知識
　欧米諸国の中には、日本の高等学校（以下、高
校と略す）に当たる教育課程で“心理学”という
科目が設けられている国もある。しかし、日本で
は高校までは“心理学”の授業がなく、“倫理”
や“生物”“保健体育”などの教科で分散して心
理学の内容が部分的に取り上げられているにとど
まる。しかも、2009年度に高校で使用されたす
べての“倫理”教科書を調べた高橋・仁平（2010）
によれば、そこでの心理学に関連する記述には明
らかな間違いや誤解を招く表現が多いという（そ
の理由として、高橋・仁平（2010）は、“倫理”
教科書の執筆者に心理学者が入っていないことを
指摘する）。高校では“倫理”は必修科目ではな
く、多くの大学生は大学に入学して初めて正規の
科目として“心理学”を学ぶことになる。仮に
“倫理”を選択履修したとしても、誤った知識が
形成されてしまう危険が否定できない。米国では
すでに80年以上前に、高校生が少なからぬ心理
学についての誤信念を持っていることが指摘され
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３．今後の課題
　本研究で用いた丹治他（2003）のクイズは、
受講生に心理学の授業に対する興味を抱かせ、授
業への参加の動機づけを高める目的で作成された
ものである。そのため、そこで使用している項目
の中には、その表現に厳密さを欠くものや、厳密
にみれば論争中のテーマも含まれること、クイズ
を構成する項目はすべての心理学の領域をカバー
しておらず、また項目の数は各領域で必ずしも同
数とはなっていないことは先に述べたとおりであ
る。こうした問題は、心理学の誤った知識につい
ての他のテスト（Vaughan（1977）のTest of 
Common Beliefs（TCB）など）にも認められる
ものである。これらの問題を踏まえ、最近、われ
われは各領域ほぼ同数ずつで、正解についても○
と×の両方を含む85問のクイズを作成した（木
島・野瀬・山下，2013）。今後は項目をさらに吟
味したうえで検討を深める必要があろう。
　また、もう一つの課題は、どのように誤信念を
修正するかである（福田，1988； 八田他，
2011）。Kowalski & Taylor（2009）は、学生は
心理学の講義を履修する前に多くの心理学につい
ての誤信念を持っているだけでなく、講義終了後
もほとんど誤信念を修正しない、ということを多
くの研究が示している、という。神経科学の誤信
念について検討した八田他（2011）もまた、講
義1回目と最終回で比べると、全体的な修正率は
5.4％であったと報告している。そしてこの修正
率は成績の良い学生の貢献によるものであって、
“知的レベルの低い学生は…修正情報が提供され
ても一旦獲得された情報の修正に至らないと考え
ることができる”（p.45）とも述べている。講義
担当教員は、成績の良い学生だけを相手にするわ
けではないので、聴講学生にどうアプローチすれ
ば誤信念の修正につながるか、さらに検討する必
要があろう。
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２．誤って抱かれている心理学知識
　心理学領域別にみた正答率50％以下の項目数
は、表3に示したとおりである。心理学全般5項目
のうち、高校生で正答率が50％以下である４項目
（項目１、２、３、10）はいずれも心理学の定義
に関する短文からなる項目であり、高校生は心理
学について基本的に誤ったイメージを有している
ことが示唆された。大学新入生でも３項目（項目
１、３、10）は正答率50％を下回っていた。
　個々の領域についてみると、高校生・大学新入
生ともに、臨床心理、社会心理で正答率50％以
下の項目が多かった。脳のテーマとともに、臨床
心理のテーマはマスコミでもしばしば取り上げら
れ、これに関心を持つ人も少なくない。しかしな
がら、臨床心理についての正確な知識は残念なが
ら十分には普及しておらず、むしろ誤った信念を
抱いている者が多いことが示唆された。例えば、
項目31“臨床心理学者として開業するためには、
日本では厚生労働省の実施する国家試験に合格し
なければならない”は、資格という基本的レベル
の知識を扱った項目であるが、その正答率は高校
生が8.7％、大学新入生が12.5％とかなり低い（現
段階では、臨床心理士は国家資格ではない）。し
かも大学新入生では、この臨床心理士資格につい
て強い確信を持って誤答していた。項目26“訓
練された精神科医や心理学者は、正常な人間が精
神病を装っても数回の面接を行えばそれを簡単に
見破ってしまう”での低い正答率（13.0％と26.1
％）も、臨床心理のテーマについてのマスメディ
アの不正確な情報がその一因であることが考えら
れる。
　クイズ解答と確信の有無の関係を見ると、高校
生・大学生ともに、項目33“子どもは大人より
ずっと容易に暗記することができる”という誤っ
た心理学知識について“正しい”と確信を持つ者
が多かった。
　次に高校生が持つ心理学知識で正しいものにつ
いてみると、項目32、8、17、14は70％以上の確
率で正しく棄却された。“心理学を学ぶと他人の心
が容易に分かるようになる”“子どもは善悪の感覚
を持って生まれてくる”という内容や表現につい
ては懐疑的な視点を持ちやすかったと思われる。
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